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研究成果概要 

本研究では参照鏡を用いない形状測定機（SDP: Scanning Deflectometry Profiler）を

開発した（平成 26 年度迄）。開発装置は，角度測定に基づく測定システムである．これ

までに開発した測定システムは，曲率半径数十メートル以下の精密鏡を測定対象とする

場合，用いる角度測定システム（オートコリメータ）の測定範囲に限界がある．平成２

７年度は，リアルタイム自己校正型ロータリエンコーダに基づく角度測定システムを開

発した．６つのセンサヘッドを等角度間隔に配置し，各センサの読み取り角度を平均す

ることで，取り付け偏心やメモリ誤差を除去することができる．図１に従来システムに

用いたオートコリメータの測定精度を示す．最大測定範囲±1000 角度秒に対して，0.18

角度秒の測定誤差がある．図２に開発した自己校正型ロータリエンコーダシステムの測

定精度を示す．測定可能範囲に制限はない．想定される角度範囲±1 度に対して，0.036

角度秒の測定誤差である．測定範囲が拡大されるだけでなく，大幅な角度測定精度の向

上を実現した． 
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図２自己校正型ロータリエンコーダの測定精度図 1 オートコリメータの測定精度
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